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☆ 司会進行 SAA – 東本慎司 君 

＜ゲスト＞ 

＊講師 

和歌山放送 

山下博美 様 

 

 

 

 

 

＊和歌山県立日高高等学校 

○萩平奈緒さん   ○三原涼雅さん 

○宮本晴正さん 

＊和歌山県立日高高等学校 中津分校 

○柏原 侑さん   ○堂代和花さん 

＊和歌山県立紀央館高等学校 

○野田桜花さん   ○細田菜月さん 

○湯川悠斗さん 
 
 
会長 栗林久一 君 

 

本日は当クラブの授与例会に受賞生徒の皆さんはじめ、担

当の先生方、御父兄の皆様、それから講師を務めていただく、

和歌山放送田辺支局リポーターのきよちゃんこと山下博美様

が来てくださりました。本日はよろしくお願いいたします。 

ロータリー表彰は１９回を迎えました。去年一昨年はコロナ

禍で開催できませんでしたが、本日皆様をお迎えできましたこ

とを大変喜ばしく思っております。 

 

私たちロータリークラブは専門 

職業人の集まりです。職種は皆 

違いますが、自らの職業に誇り 

をもち、品位と道徳水準を高め、 

修練に励み、それぞれの職業を 

もって地域や社会に奉仕してお 

ります。これがロータリーの目的と 

理念です。そして、さまざまな課題を解決するために草の根の

活動や現在世界には 200 以上の国と地域に 34,000 以上のク

ラブと約 120 万人の会員がいます。日本では、1920 年、大正

9 年に当時三井銀行の重役であった米山梅吉氏が中心となり

東京 RC が誕生し、日本各地に広まってきました。 

私達は若い方々の生活能力を高めることによって、将来へ

の準備をさせることは私たちロータリアン一人ひとりの責務であ

ります。 

私たちは高校在学中にたゆまなく努力を継続し、素晴らしい

業績をあげられた生徒の皆さんの力になり、応援したいという

思いでロータリー表彰例会を行っています。 

 今ひとつ大きな節目を迎えた皆さんは、この春から社会人に

なる方、進学する方、様々ですが、どんな職業でも社会に役立

てるのだという想いを持って頑張っていただきたいと思いま

す。 

皆さんもよくご存じだと思いますが、青山学院大学陸上部監

督原晋氏、彼は 2004 年に監督就任し、5 年後の 2009 年に

33 年ぶりの箱根駅伝出場、そして 2015 年には初の総合優勝

に導きました。その後 2018 年にかけ、4 連覇を果たし、今や押

しも押されもせぬトップ校の仲間入りを果たし、駅伝強豪校に

育てあげました。でも彼はここにくるまでにいくつもの挫折を経

験しました。高校は全国高校駅伝で有名な世羅高校、3 年生

で主将を務め、チームをまとめ県で優勝、全国で準優勝の成

績を収めました。将来に迷っていたときに中国電力が誘ってく

れました。当時、中国電力は陸上部を立ち上げようとしており、

その第一期メンバーとなりました。しかし、彼はそこでも結果を

残すことができず、5 年後には陸上部を去らなければならなく

なりました。引退した彼は 27 歳のときにビジネスマンとして東

広島営業所に配属され、入社 6 年目にして新入社員と同じ扱

いで仕事に就かなければならず、これはまさに屈辱でした。陸

上を辞めてビジネスマンとなった彼を待っていたのは、「あいつ

は陸上で入ったから」という扱いです。しかし、そこから必死に

努力し、自分を信じて一定の成果を残しました。挫折をバネに

して反骨精神で頑張ることは人生を切り開くことに繋がるという

実感を誰よりも強く感じたのです。彼は選手を引退してから 10

年間、陸上と無縁な生活を送っていました。そんなときに青山

学院大学の陸上部の監督になってくれないかという話がきた

のです。指導経験も無いのにそこで失敗すればどん底から築

いてきた評価も、中国電力のビジネスマンという安定した地位

も失ってしまうかもしれない状況で、彼は挑戦しました。 

監督に就任してから最初の 3 年間で目標としていた箱根駅

伝出場という結果を残すことができなかった。それどころか、出

場に繋がる希望ある結果さえも出すことができなかった彼はい

わばクビになりかけ、人生最大の挫折となりうる危機でした。 

でも、そんな中でも自らが必死で保ってきた自分への信頼、

自分のしてきたことや計画が間違っていない、着実に進歩して

いるという実感、そして誰よりも自分が「選手を育てる」ことに真

剣に考えてきたという確信があった。 

原監督は自身の体験をもとに「挫折」というチカラ、この本を

書きました。「挫折」それがなければ人間として成長し、社会を

より良くしようというモチベーションを喚起することはできない。

人は折れたら折れただけ強くなるということです。 

春から新しい一歩を踏み出す生徒の皆さんにエールを送り

ます。 

自分を信じて前へ進んでください。 

以上で告知といたします。 

会 長 告 知 



 

次回例会のご案内 
 

★3/8 例会は 

和歌山中紀地区で売上を伸ばし

ている 100 社の企業 

ROTARY CLUB SONG 
 

君  が  代 
奉 仕 の 理 想 

バースディソング 

なし

出席率会員数 欠席者 出席者

1月25日 の修正出席率

13名 2名 11名 84.6%

   幹事  

＊国際ロータリー第 2640 地区 

骨髄バンクと共済の地区献血の案内 ２月２６日（日） 

場所：オオクワロマンシティ 

＊有田南ロータリークラブ   ３月２１日休会 

＊有田２０００ロータリークラブ ２月１５日休会 

＊有田ロータリークラブ     ２月２１日休会 

 

   SAA 東本慎司 君 

◇栗林久一 君 表彰される生徒の皆様本日はおめでとうござ

います。 

◇山本敦弘 君 生徒の皆さん本日はおめでとうございます。 

◇細川幸三 君  〃 

◇小池佳史 君  〃 

◇東本慎司 君  〃 

◇尾崎達哉 君  〃 

◇森本弘之 君  〃 

◇稲垣 崇 君  〃 

◇柳原 実 君  〃 

◇北垣 剛 君  〃 

 

  出席委員会  

 

 

 

 

 

 

  
  「御坊東ロータリークラブ賞授与式」 

和歌山放送田辺支局リポーター 山下博美様 

[プロフィール] 

田辺市（昭和４３年７月生まれ）。南部高校卒業までは内気で

引っ込み思案な性格だったのが、地元企業に就職し社会人デ

ビュー。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＬ経験後、結婚。「新婚さんいらっしゃい！」に出演し、夫

は無口だったが、本人がほとんど喋って番組を盛り上げて、三

枝師匠にも強烈なインパクトを与えた。 

家業の農業に従事する中、和歌山放送田辺支局の上田支

局長と出会い、ラジオカーリポーターも抜粋される。持ち前の明

るさと、こてこての田辺弁丸出しのリポーターが絶大な支持を得

て以来、毎日、月曜から金曜までの１時から３時の生放送でリ

ポーターとして紀南を駆け回っている。吉本新喜劇の元女優内

キヨとそっくりなところからキヨちゃんがニックネームで、本名より

こっちの方が地元では通っている。毎日、感動をもらい、毎日

発見することばかり。 

まだまだ、魅力があるこの地元をもっともっとたくさんの方に

伝えていきたいと今日もマイクを持って走っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告 

ニ コ ニ コ 箱 

出 席 報 告 

本日のプログラム 

謝辞 会長 栗林久一 君 

山下博美様、大変貴重なお話をいただき、当クラ

ブの授与例会に花を添えていただきました。これか

らも、健康には十分留意され、あらゆる面で頑張っ

ていただきたいと祈念し、お礼の言葉とさせていた

だきます。本日はどうも有り難うございました。 
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